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上
水
道

穂
高
地
域
の
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
ほ
ど
給
水
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
均
で
15
％
程
度
の
料
金
改
定
に
な
り
ま
す
。

一
般
用
水
道
料
金
の
10
月
請
求
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

下
水
道

下
水
道
使
用
料
金
等
が
変
わ
り
ま
す

下
水
道
使
用
料
金
等
の
改
定
を
行
い
、
平
均
で
８
・
８
％
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

使
用
料
金
は
、
豊
科
地
域
と
穂
高
・
三
郷
・
堀
金
・
明
科
地
域
に
分
け
て
設
定
し
ま
す
。

市政トピックス

13 4月号広報 月号

 　
穂
高
地
域
に
お
け
る
水
道
事
業
の

経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
お
い
て
給
水
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
般
用
の
水
道
料
金
は
、
今

年
の
１０
月
請
求
分
か
ら
値
上
げ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

料
金
改
定
に
至
る
背
景

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
、
独
立
採
算
制
を
基
本

と
し
、
経
費
の
ほ
と
ん
ど
を
水
道
料

金
で
賄
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
の
水
道
事
業
は
、
平
成

１７
年
１０
月
の
合
併
を
経
て
旧
５
町
村

の
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
発
足
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
事
業

の
統
合
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
道
料

金
に
つ
い
て
は
旧
町
村
ご
と
そ
れ
ぞ

れ
に
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
穂
高
地
域
の
水
道
事
業
は
、

現
在
大
変
に
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
昨
年

か
ら
水
道
事
業
運
営
審
議
会
を
発
足

し
て
審
議
を
重
ね
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
や
む
を
得
な
い
と
の
答
申
内
容
で

ま
と
ま
り
、
平
均
で
１５
%
程
度
の
料

金
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

赤
字
の
解
消
を
図
る

　
穂
高
地
域
で
は
、
安
全
な
水
を
安

定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備

（
第
５
次
３
期
拡
張
事
業
）を
平
成
１６

年
度
か
ら
４
ヵ
年
計
画
で
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

多
額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
た
め
、
早
急
に
赤
字
経

営
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

経
営
が
維
持
で
き
る
財
源
確
保
を
行

い
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
市
の
水
道

料
金
統
一
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
料
金
体
系

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
の

広
報
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
上
下
水
道
部
業
務
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）
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H18における収益的収支の見込み

 

　
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
で
衛
生
的
な

生
活
を
営
む
た
め
、
ま
た
河
川
な
ど

の
水
質
保
全
な
ど
自
然
環
境
を
守
る

た
め
の
大
切
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、

下
水
道
事
業
は
、
公
共
事
業
の
中
で

も
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
先
行

投
資
型
の
事
業
で
す
。
こ
の
財
源
は
、

国
の
補
助
金
を
除
く
と
大
部
分
を
下

水
道
事
業
債
に
よ
る
長
期
の
借
入
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
整
備

が
終
盤
を
迎
え
、
借
入
金
の
返
済
が

増
大
し
、
今
後
下
水
道
事
業
を
巡
る

財
政
・
経
営
状
況
は
一
層
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
汚
水
の
処
理
や
処
理
施
設

の
維
持
管
理
ま
た
は
汚
水
処
理
施
設

建
設
の
た
め
の
市
債
の
償
還
利
子
な

ど
の
経
費
は
、
す
べ
て
使
用
料
で
賄

う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
現
状
は
不

足
分
を
一
般
会
計
（
税
金
）
か
ら
の

繰
入
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
今
後
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
下

水
道
等
の
未
整
備
地
域
と
で
負
担
の

公
平
を
欠
く
こ
と
に
な
る
上
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存
す
る
こ

と
は
福
祉
や
教
育
な
ど
の
行
政
経
費

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

下
水
道
使
用
料
等
に
つ
い
て
学
識
経

験
者
・
住
民
代
表
者
か
ら
な
る
下
水

道
事
業
運
営
審
議
会
に
諮
問
し
、
答

申
を
受
け
下
水
道
使
用
料
金
等
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
値
上

率
は
、
平
均
８
・
３
％
で
、
使
用
料

金
は
、
豊
科
地
域
と
穂
高
・
三
郷
・

堀
金
・
明
科
地
域
に
分
け
て
設
定
を

し
ま
し
た
。

　
豊
科
地
域
は
、
使
用
料
金
が
他
地

域
に
比
べ
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
下
水
道
へ
の
接
続
率
も
高
い
た

め
使
用
料
収
益
が
最
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
使
用
料
金
を
一
気
に
統
一

す
れ
ば
運
営
状
況
の
良
い
豊
科
地
域

の
値
上
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
審
議
会
で
経
過
期
間

を
お
い
て
使
用
料
金
を
統
一
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
の
答
申
が
出
さ
れ
決

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
で
は
、
下
水
道
事
業
の

経
費
節
減
と
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

事
業
の
運
営
に
努
め
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
料
金
体
系
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
の
広
報
５

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
上
下
水
道
部
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

下水道事業収支予測グラフ

下水道の早期接続にご協力を

　下水道を使用するには、台所や浴室、水洗トイレの排水

を一緒に下水道へ流す排水設備（接続）工事が必要となり

ます。汚れた水をそのまま川に流すと水質を悪化させたり、

悪臭が発生したりします。安曇野のきれいな水を未来まで

守るため、排水設備の工事の早期実施と下水道事業へのご

理解とご協力をお願いします。

当年度純利益（損失）の実績と見込み
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（千万円）

H15からH17までは実績。H18からは料金
改定を行わない場合の損益見込

収　　入
6.4億円

内、水道料金は６．２億円

独立採算であることから
全収入の９７%が水道
使用料で占めている

支　　出
7.1億円

（内訳）
 ・減価償却費
 ・支払利息
 ・動力費
 ・人件費
 ・修繕費
 ・その他

３．３億円
１．９億円
０．６億円
０．２億円
０．２億円
０．９億円７千万円の赤字
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使  用  料

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
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年
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平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

（単位：千円）


